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とある Kiyaktu の商場で税を取るべきではない。そこで奴才私は birgadir（12）に、「もと議し
たところでは、『Kiyaktu の地に商人たちを集めて汝らと交易する際に、税を取らないこと
───────────────────────
（８）　中国第一歴史䈕案館所蔵 , 軍機処全宗満文「録副奏摺」（以下「録副奏摺」と略称）案巻号2048- 文件号10 / 
盤号68- 拍号1586: 乾隆28年８月23日 Fude 奏。なお、フレー辦事大臣については、岡洋樹「「庫倫辦事大臣」
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（11）　1753年にも、清側がキャフタでのロシアの課税を咎めて貿易を短期間停止したことがあるという（吉田






































































































1763（乾隆28）年に伝書使クロポトフの一行が北京に持参した商品を査定するために、「官商（alban i hūdai 
niyalma）Wang Ki Fung の息子」がロシア使節の宿舎に赴いたとの記載が見える（「録副奏摺」2035-16 / 
67-2295: 乾隆28年６月６日 Iktambu 呈）。
（23）　「録副奏摺」1961-29 / 64-791: 乾隆27年８月５日 Sangjaidorji 等呈。なお、「禁ずべきでない品を禁じて」と
いうのは、ロシア側がカワウソ（hailun）やクロギツネ（sahaliyan dobihi）等の高級毛皮や麺（ufa）を売ら
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これらの史料によると，キャフタの漢商160名が９月にキャフタを退去し，10月にはハルハ（外モンゴル）を
出て内モンゴルに入ったという。
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（42）　AВПРИ: Ф.62,оп.2, 1762-1769 гг. д.8, л.174об.-175об.; Сычевский, Историческая записка о китайской границе 
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хадгаламжийн нэгж 267, хуудас 59-79: 乾隆33年６月29日 Hūturingga 等奏。





































































































（52）　mayur はロシア語 майор（少佐）の音訳。ウラソフ（C. Власов）は、クロポトフの死後、通商関係の事務
を引き継いでいた。柳澤2003, 20頁参照。
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